
 港新聞の発行目的  
 

■ ま じ め に 生 活 し 働 く 区 民 の 立 場 で 

■ 真 実 を 伝 え 、 と も に 考 え 、 提 案 し 

■ よ り よ い 港 区 づ く り に 貢 献 す る 
 

発行 港新聞（代表:飯田吉一) 

〒552-0005 大阪市港区田中３-３-３ TEL･FAX:06-6571-4636 

http://osaka-minatonews.sakura.ne.jp/ 

Ｅメール：yamaemi@bridge.ocn.ne.jp 

毎月１５日にホームページで発行 ＜冊子 1冊 300円,年間 3000円＞ 
 

 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5), 弁天町ＯＲＣ２００生涯学習

センター(弁天 1-2-2-700),銭湯(朝日湯除く),港区在宅サービスセンターひまわり

(弁天 2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築港 2-4-16),港スポーツセンタ

ー(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除 6-5-18),シネ･

ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★覇気のない労働運動の中、これがほんまの

メーデーや!(1頁)。憲法･ＴＰＰ･原発―と大

事な問題がぎっしり。マスコミがこぞって軽

視する行事をあえてトップに据えました。ア

ベノミクスとやらに煽られたＧＷの浮かれ騒

ぎ。その狭間に咲いた赤い花。シュプレを叫

ぶ労働者の凛々しい表情が印象的でした。 

★凛々しいといえば、こちらも負けてません。

半世紀を超えて続く港区民剣道大会(20 頁)。

紺や白の剣道着に身を包んで相対峙する姿も

さることながら、ぶっつけインタビューにも

かかわらず示してくれた真摯な態度と発言。

相手を思いやり、勝ち負けに一喜一憂しない

日本人本来の品格が伝わってきます。 

★八幡屋公園で静かに花見を楽しむ一群れ

(19頁)。他のグループと違って酒類はありま

せん。励まし合いつつ地獄の苦しみから抜け

出し、人間の弱さと強さを人一倍実感した人

たちの表情の爽やかなこと！ 桜の盛りは過

ぎていましたが、そこだけ満開のようでした。 

★サントリーミュージアムなど文化施設が港

区から次々消えて寂しい限りですが、その後

どうなるかも気になるところ。京都へ移る交

通科学博物館(16 頁)の跡地は未定だそうで

すが、市岡商業の跡地利用(8 頁)では大事な

提起もしてますので、ぜひ読んで下さいね。 
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